
令和4年3月12日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：９０％以上が肯定的な回答をした。

３：８０％以上が肯定的な回答をした。

２：７０％以上が肯定的な回答をした。

１：肯定的な回答が７０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：毎学期実施した。

３：２学期分実施した。

２：１学期分実施した。

１：実施しなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：前年度以上に実施した。

３：前年度並みに実施した。

２：前年度より縮小した。

１：継続できないものがあった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：平日及び土曜日の公開を５回以上実施した。

３：３～４回実施した。

２：１～２回実施した。

１：１回未満の実施であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

１：
８０％
未満

Ｄ理科・サイエンスコミュニケーション科を重点と
して、対話を通して、主体的に問題解決する
力を育む授業を行い、科学教育を推進する。

4

4

肯定的な回答をした児童は、
91％である。昨年度の93％に比
べると、２％下がったが、成果指
標では、４(90％以上）という高い
値を示しており、様々な教科の
学習を通して、自分の学力の伸
びを実感していると言える。
　自由記述からは、特に高学年
では、調べたことを書きまとめる
ことや友達の意見を聞いたり教
え合ったりすることなどといった
活動を通してできるようになっ
た、成長したと感じていることが
伺える。一方、高まりを感じられ
ていない児童は、７％弱である。
特に第３学年以上の児童に見ら
れる。背景には、高学年になる
につれ、学習内容が高度になる
ことや、塾等の学校以外の学習
の場が広がることも考えられる。
学校として、どの児童にも、達成
感を得られるような授業を工夫し
たり改善したりする必要がある。

Ａ 7

・良い取り組みがなされている。
・仲間同士で挑戦していく姿はたのもしい。
・展示されていた作品はどれもりっぱでした。
・サイエンスフェスティバルのスライドは大人が作
るのと変わらない仕上がりに驚いた。タブレット等
のICT機器を使いこなしながらも、昔からの書道等
もできるのはすごいと思う。
・タブレットを自在に扱っている子どもたちの将来
が楽しみです。
・先生方がコロナ禍で制限がある中、様々な工夫
をして授業をしていることが分かった。　苦労も多
いと思うが、継続してほしい。
・対話力、伝える力がもっと伸びるといいと思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4 ３：
８５％
以上

Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

3

　児童アンケートで「学校
での学習を通して、自分

の力が高まり成長し
た。」の肯定的な回答の
割合(４段階上位２位まで

の割合）

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

3

学校
公開
未実
施

　「友達と遊んだり、勉強したりす
るのが楽しい」と、回答した児童
は、93％であり、昨年度より４％
減少した。児童は、友達との関
わりの中で、学校生活を肯定的
に捉え、社会性や相手を思いや
る態度を学び、成長している。し
かし、昨年度からの感染症拡大
防止のため、長期間にわたって
友達と関わる場や関わり方に制
約があり、日々の生活において、
自己中心的な言動によるトラブ
ルも見られる。児童の些細な変
化も見逃さず、早期対応を心掛
けていく必要がある。引き続き、
学校全体として児童の様子を把
握する時間を設定し、生活指導
夕会等で教員間の共通理解を
図っていく。また、課題について
は、解決に向けて、いじめ対策
委員会や問題行動対策委員会
等を通して組織的に児童や保護
者の立場に寄り添いながら対応
していく。

4

4

4

－

成果指標を、公開授業の保護者ア
ンケート結果としたが、新型コロナウ
イルス感染症感染防止対策で、公
開授業を中止したため、成果指標の
評価はできないが、本項目では以下
のような取組を行った。
①「おおたサイエンススクール」研究
発表会の実施
　・全担任および算数科の教員が校
内研究授業を実施した。講師からの
助言を授業に生かし、子供たちの科
学への興味・関心を高めた。
②校内研修会の実施
　・道徳科研修会、SC科研修会、教
員がお互いに授業を見合い、助言し
合ったＯＪＴ研修会等を実施し、教員
の授業力を高めた。
③校内委員会の実施
　・関係機関や専門家を入れ、定期
的、組織的に取り組んだ。結果、児
童の成長に繋がる特別支援教育が
推進できた。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
以下

3

4

4

3

4

4

3

3

１：
６０％
以下

・異学年交流の成果は出ていると思う。
・コロナ禍という事でなかなか他学年から学ぶ機
会も減り、清水窪のよさがあまり見受けられな
かった。そうなるとクラスのみの関わりになり、
少々視野が狭くなっているように感じた。
・休み時間や放課後に元気に遊んでいる姿をみ
ると学校生活が充実していることがわかります。
・子どもたちはコロナ禍というアクシデントを成長
の糧にしていると思う。
・コロナ禍で学校でも家庭でも制限があるので、
児童たちの身体的、精神的負担は大きくなってい
ると思います。教職員の方々、スクールカウンセ
ラーの方等のコミュニケーションで少しでも改善で
きたらと思う。

　・健康カードなど工夫されていると思います。
・持久走大会、大変頑張ったと思います。
・長期休暇明けはどうしても生活リズムが乱れが
ちなので、この取り組みはとても良いと思う。
・運動をするための物理的な環境作りがもっと必
要と感じています。運動をする場所やその質、時
間を向上させるべきと思います。
・校庭脇の道具周辺は、コンクリート部分が多く、
転倒時のけがが心配である。校庭の芝生化等、
安全のための対応があるとよい。

・なかなか公開授業等行うのが難しい中、保護者
の方が子どもの様子をみられる日が来ることを願
います。
・先生方が忙しい中東工大等、外部とのつながり
を保っている子どもたちは大変幸せだと思う。
・来年度は学校公開等が行われ、正しい成果指
標ができたらと思う。

4

3

・サイエンスフェスティバルの発表で1人1人が立
派に発表しているのを見て、学習成果からも子ど
もたちが前向きに取り組んでいることがわかった。
・肯定的な児童が多い一方で、5％の肯定的に捉
えられていない児童にどのように指導・対応して
いくのか、継続的な対策が必要だと思う。
・オンライン授業の取り組みもありますが、子ども
たちはやはり対面での授業が集中・達成感を感じ
ているように見えます。また、つまづきがあると、
全体的に「できない」と思ってしまう様にも見えまし
た。
・清水窪は学習に対するモチベーションの高い学
校だと思います。今後は枠にとらわれない学習方
法にも挑戦してほしい。

肯定的な回答をした児童は、
95％である。昨年度も95％で
あったことから、成果指標で
は、４(95％以上）という高い値
を示しており、昨年度に引き
続き、コロナ禍ではあるが、多
くの児童が、学校に通いなが
ら前向きに学習を楽しんで取
り組んでいることが伺える。
　一方、５％の児童は、肯定
的に捉えられていない。全て
の児童が、「分かった。」「でき
た。」という学びの楽しさを味
わえるように、どの教科にお
いても、授業の改善に取り組
む必要がある。

5

2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

健康で活力ある生活を創り出す力を育てるた
め、「元気いっぱい○年生」の取り組みを毎学
期実施する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

「たてわり班」活動を活用した取り組みを計画
的に行い、異学年交流の充実を図る。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

サイエンススクールとして、の環境整備を行う
とともに、理科・サイエンスコミュニケーション
科の授業力向上を図るための研究授業を行
う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

学習のつまずきを把握し、繰り返しの学習を
通して、基礎学力の定着を図るため、東京
ベーシックドリル診断シート（Ａ、Ｂ、Ｃ）を、毎
学期実施する。

１：
７０％
以下

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

学校行事・授業における児童の学びの様子の
理解を図り、家庭・地域と連携して児童を育て
るため、平日及び土曜日の授業を公開する。

3

4

２：
６０％
以上

１：
６０％
以下

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

1

３：
７０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

肯定的な回答をした保護者
は、97％である。昨年度は
96％であったことから、１％増
加した。今年度も開発した第６
学年サイエンスコミュニケー
ション科の単元「プラスチック
と私たちの未来」では、東京
工業大学に生分解性プラス
チックの研究に取り組まれて
いる先生がおられることを知
り、授業協力を依頼し、実現
することができた。
　このように、日頃より情報収
集や協力依頼に取り組んでき
たことが、成果に結び付いて
いるのではないかと考える。

・身近に第一線で仕事されている方々がいて触れ
ることができるのはありがたい環境だと思います。
・恵まれた環境がある中、更に地域の意識向上を
目指し子供たちにも連鎖していけたらと。
・サイエンスフェスティバルを参観し、外部からの
学びや協力を感じた。これは先生方の下準備の
おかげだと思った。
・コロナ禍で地域や東工大との連携が難しい中、
工夫をされていると思います。
・ホームページからの欠席連絡等も素晴らしい取
り組みだと思います。
・学校支援地域本部のコロナ禍での工夫をしなが
らの活動は尊敬に値します。
・来年度以降も学校・保護者・地域で連絡を密に
とって、コロナ禍でも工夫をしながら児童の為にで
きることを考えてほしい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

5

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

研究室訪問、国際理解のための交流等、東
京工業大学・地域と連携した教育活動を実施
する。

学校関係者記入欄
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令和3年度　大田区立清水窪小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　・児童数：３９３、学級数：１３、教員数：１９
　・平成２３年度より「おおたサイエンススクール」指定校（おおた教育振興プラン　大田区教育委員会　理科教育研究推進校）
　・平成２５年度より　文部科学省教育課程特例校　サイエンス・コミュニケーション科新設
　・令和３年度は、１月３１日に「おおたサイエンススクール研究発表会を予定。

児童アンケートで「友達
と遊んだり、勉強したり
するのが楽しい」の肯定
的な回答の割合(４段階
上位２位までの割合）

　保護者アンケートで「学
校は、地域、外部の力
（学習の専門家）を子供
たちの教育活動に活か
している。」の肯定的な
評価の割合（４段階上位

２位までの割合）

目標に対する成果指標

２：
８０％
以上

４：
９５％
以上

4

7

1

8

Ｂ

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

４：
９５％
以上

４：
９５％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
以下

B

これらの取組を児童理解を深
め、家庭とコミュニケーション
をとる機会と捉え、新学期当
初の２週間は、特に重点的に
取り組んでいる。
　今後も、教職員の理解を図
り、児童の健康増進、体力向
上に向けて取り組んでいく。

　保護者による公開授業
アンケートにおいて肯定
的な評価の割合（(４段階

上位２位までの割合）

教員アンケートにて、実
施した教員の割合。

Ａ

　児童アンケートで「学習
が楽しい」の肯定的な回
答の割合(４段階上位２

位までの割合）

Ｃ

Ｄ

４：
８５％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：
８５％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上


